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日本初！個包装なしの量り売り、ゴミもフードロスも出さない

「ゼロ・ウェイスト」なスーパーマーケット『斗々屋』が京都にオープン

オーガニック食材やワイン、量り売り什器、エコ雑貨などの輸入、卸、小売などに取り組む株式会社斗々屋（本社：京

都市上京区）は、7月31日に京都市に日本初のゴミの出ない「ゼロ・ウェイスト」なスーパーマーケット※をオープンし
ます。以下、事業の特徴的な取り組みを紹介します。

革新的なセルフ量り売り

斗々屋のテクノロジーパートナー株式会社寺岡精工の「革新的モーションセンサー e.Sense」を導入することで、直
感的で利便性の高い「ゼロ・ウェイスト」なお買い物を可能にします。

現在の生活に根付くような利便性高い量り売りを提供することが目的です。従来の量り売りの「対面販売」の時間を

削減、そして欧米の「ゼロ・ウェイスト・ショップ」で生じている品数多い大規模なお店でのセルフサービスの限界を考

慮した新たなシステムの導入となります。

e.Senseは500円硬貨サイズのセンサーで、商品の入った什器に取り付けられます。お客様が商品を取り出すと、そ
の動作をe.Senseが検知し、商品情報を最寄りの電子秤に送信する仕組みとなっています。お客様はそのあと、商
品を秤の上に乗せるだけで、正しい商品が画面に表示され、初めてのお客様でも、簡単・スピーディーにお買い物

が完了できます。

RFIDタグで時短

斗々屋では、洗って何度も使える再利用可能な「容器」や「袋」をお客様にご持参いただくのが基本スタイルとなりま

す。その場合の容器の重さを毎回計量する非効率な方法を変えるために、寺岡精工のBring Your Own Container（
BYOC）ソリューションを導入します。一度容器にRFIDラベル貼り付けてから電子秤に容器を乗せると、RFIDラベル
に記録された容器の重量データが自動的に検知され、容器の中に入れた商品の重量のみが表示されます。

斗々屋は、来店から退店までの流れをスピーディー且つストレスフリーにすることで、ゼロウェイストなライフスタイル

がより多くの方々にとって身近で当たり前となることを願っています。



リターナブル容器システム

京都店では預かり金方式のリターナブル容器をご用意しています。容器あたり100円〜数百円程度の預かり金（デ
ポジット）を商品代と一緒にいただき、次回来店時に容器を斗々屋へお戻しいただくと、預り金が返金される仕組み

です。

商品へのこだわり

斗々屋で扱う食材はオーガニック、フェアトレード、ゼロウェイストの三つのキーワードを軸に、選定しています。オー

ガニックとは農薬・化学肥料・除草剤を使わず、自然の循環の中で無理のない栽培を行うことであり、斗々屋として

は健康な土壌を次世代につなげることを重要視しています。オーガニック認証がない場合でも生産者やメーカーか

ら情報をしっかりとヒアリングした上で基準に沿った商品をセレクトし、消費者がどの商品を選んでも不安なくお買い

物をしていただくことを目指しています。食品に加え、独自のサスティナビリティ基準に照らしてセレクトした化粧品や

洗剤などもご購入いただけます。

食品ロス対策キッチン

欧米のゼロ・ウェイスト・ショップの課題として、生鮮食品を販売すると賞味期限が短いため、食品ロスが高い確率で

発生してしまうことです。しかし、斗々屋では「ゼロ・ウェイスト」を徹底しつつ、生鮮食品や日配品も豊富に取り扱い

ます。店内のキッチンでは生鮮食品や日配品を鮮度が落ちる前に、お惣菜やディナータイムのお料理に活用するこ

とで、食品ロスを発生させません。



日本の食品ロスの 21%(年間 127 万トン)は外食産業から発生しています。また、平均的なレストランは、食品廃棄
物以外にも毎日膨大な量のゴミを出しています。斗々屋のキッチンでは、ゴミを最小限に抑える努力を惜しみませ

ん。料理人の技術と知恵を生かして、オーガニック野菜や果物を皮・ヘタ・茎まで余すことなく活用します。使い捨て

ストロー・ 使い捨ておしぼり・割り箸・紙ナプキン等は配布致しません。ラップの代わりに晒、使い捨てジッパーバッ
グの代わりに密閉シリコンバッグを使うなど、できる限りゴミを出さないように努力します。

ゼロウェイスト・レストランの特徴は決まったメニューがないことです。小規模な農家さんから仕入れる旬の食材は、

日によって内容も量も異なるため、同じメニューを毎日提供するより、その日その日のおすすめ料理をお客様に提

案する方が、無駄がないと考えています。

株式会社斗々屋の今後

卸と小売事業両方を担う斗々屋として、今後も東京都国分寺市の直営店nue by Totoya、そして今回オープンしまし
た京都市の斗々屋、両方の規模のモデルケースからのノウハウを共有し続けます。オンライン講座や店内の研修な

ど、そしてリスクを抑えたゼロウェイスト・ショップの開業のサポートなど、今までの取り組みをさらに強化していきま

す。今後も、株式会社寺岡精工のようなパートナーをはじめとした様々な企業、生産者、同業他社、消費者とともに、

循環型社会に向けた取り組みを続けて参ります。
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『斗々屋』 京都本店
京都府京都市上京区河原町通丸太町上る出水町252番地　大澤事務所ビル1F

営業時間：

スーパーマーケット　 10:00 - 19:00
カフェ 10:00 - 16:00
レストラン 18:00 - 23:00
定休日：水曜日
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